
車に備えられている発煙筒。使い方はご存知ですか？

発炎筒を実際に使ってみましょう

１ 発炎筒はいつ使う？

高速道路など往来の激しい道路や踏切などで車が動かなくなってしまった時、

周囲や後続車に危険を知らせるために使います。

発炎筒はお子様には触らせないでください。やけどや火災の危険があります。
トンネル内では視界が悪くなるため、使用できません。
その他、発炎筒の本体の注意事項を事前に読んで、使用してください。

発炎筒の使用期限２

発炎筒は使用できる期限が決まっています。

また、一度使ってしまうとその後は使えません。

発炎筒の使い方３

実際に使ってみましょう
体験の際は必ずスタッフの指示に

従って行ってください。

①発炎筒は助手席の左下などに備え付けられています。
*車種により異なりますので、ご自分の車で確認しましょう

②ケースをひねり、本体からケースを取り外します。

③ケースを本体の後ろにくっつけ、
白いキャップを取り外します。

④本体の先端を白いキャップ頭部の
すり薬でこすり、マッチと同じ要領で点火する
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